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	製品名: NR6A1マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM81158
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、核内ホルモン受容体ファミリーに属するオーファン核内受容体をコードしています。その発現パターンは、神経発生および生殖細胞の発生に関与している可能性を示唆しています。このタンパク質はホモ二量体を形成し、DNAに結合しますが、生体内での標的は特定されていません。この遺伝子は、少なくとも選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントを発現します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	NR6A1マウスmAbを用いたK562（1）、NTERA-2（2）、HEK293（3）、HUVE-12（4）、およびHeLa（5）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	NR6A1マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	NR6A1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	NR6A1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト小脳組織の免疫組織化学分析。
	

	NR6A1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

